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広報

(ア/28・臼富周辺コース〉

色とりどりのセールガ風を受け、波を

滑る姿はまるで海を舞うチョウのよう。

おおむら裏越まつりのプレイベントと

して初めて行われだ¥おおむら湾夢なご

しCUP'91・Jtてードセーリング大会。

県内をはじめ¥大阪・大分など西日本

各地から男女128人ガ参加しましだ。

白星を背に、 同に疾走するボードセ

リングレースは壮観、大村はマリーン

スポーツも魅力です。

-おおむら夏越まつり .........2'"'"'3 
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ボードセーリング大会 憂越まつりのプレ
イベント。県内外から128人ガ参加。海を舞う

色とりどりのセールはとても美観です。

h 

広報おおむら平成 3年 9月号

全号i2弘呉参引耕引川百加b日山Uμけ山O川川ゆ肘山ガ悦だ

当にしい¥し¥ものですねO

H
H

第
刊
は
回
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
約
何
万
人
H
H

大村音頭コンテスト

20団体総勢1，500人が参加し芝大村音頭コンテスト。

それぞれのチームガ趣向を凝らしだ独創的な踊りを披露しましだ。

ま芝今回は¥サンパ大村も新だに行われまし疋。

( 

第
M
M

回
目
を
迎
え
芝
寸
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
へ

3
巴
閏
お
お
む
ら
の
夜
は

祭

一
色
。

今
ロ
は
¥プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
初
め
て
、
「
お
お
む
ら
湾
夢
夏
越
C
U
P
引・

大
村
、
ボ
ー
ド
セ
1

リ
ン
グ
大
会
L

も
行
わ
れ
ま
し
だ
。

宵
ま
つ
り
の
8
月
?
臼
は
¥
夜
空
に
映
え
る
花
火
大
会
や
臼
島
大
か
が
り
火

に
¥
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
、ガ。

2
日
・

3
日
の
本
ま
つ
り
で
は
¥
駅
前
か
ら
十

八
銀
行
前
ま
で
の
市
道
¥
中
央
商
庖
会
ア
ー
ケ
ー
ド
を
祭
会
場
に
¥
神
事
や
ゆ

か
だ
納
涼
コ
ン
テ
ス
ト
¥
島
原
か
ら
も
友
情
出
演
し
だ
太
鼓
の
競
演
¥
重
越
玉

替
、
つ
な
引
き
大
会
¥
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
多
彩
な
催
し
が
繰
り

広
げ
ら
れ
¥
3
日
間
延
べ
約

万
人
の
人
出
で
大
に
ぎ
わ
い。

今
ロ
は
¥
雲
仙

・
普
賓
岳
噴
火
の
沈
静
化
と
被
災
者
の
万
々
の
一
日
も
早
い

復
旧
を
祈
願
し
¥
花
火
大
会
も
例
年
よ
り
小
規
模
に
¥
本
ま
つ
り
で
も
富
原
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

(. 

夏越玉替
幸運の女神はほほえみましたか?…。

太鼓の競演

祭りに太鼓は欠かせません。勇壮なおおむら太鼓連や五木瓜
藩太鼓¥かわいうしいチビツ子太鼓などが出演。 c安定、富原

の不知火太鼓なども友情出演しましだ。

神事

舎回は例年より小規模

2000発の花火で幕明け

花火大会

、
雪

り

夜
庖

入
会
場
に
は
¥
所
狭
し
と
夜
屈
が
並
び
ま

の
。
し
だ
o

D
9
う
ま
く
釣
れ
疋
か
な
。

ず
合

ら
一

、羽

子
5
1ハ

切
ー
刀

会
人
ィ

大
物
一

同
見
ヨ

コ句
d
k
ト‘

o

な
按
す

つ
応
ま

『司"'"面長三二ニエニZ 男 F

ヤングミュージックフェスティバル

若者に人気。演奏に合わせ自然に
体ガ動きます。

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ

l

島
原
災
害
十
支
援
に
お
役
に
立
て
れ
ば

O

T
巴
も
早
い
沈
静
化
を
祈
り
ま
す
。

3 -



植物・地質!と鴇色

ぷ勢神 eAiも

弁天島

大
村
市
で
唯
一
の
自
然
が
残
さ

れ
て
い
て
、
植
物
や
地
質
な
ど
謎

と
さ
れ
て
い
た
臼
島
。

こ
の
臼
島
の
調
査
が
、
今
年
1

月
よ
り
専
門
学
者
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
結
果

を
も
と
に
8
月
8
日
、
教
育
関
係

者
、
商
工
会
議
所
、
市
議
会
、
市

関
係
な
ど
か
ら
約
印
人
が
参
加
し

て
、
臼
島
の
現
地
観
察
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
臼
島
の
調
査
に
あ
た
ら
れ

た
の
は
、
長
崎
大
学
の
伊
藤
教
授

(
植
物
・
植
生
)
と
、
松
岡
教
授

(
地
形
・
地
質
)
の
お
二
人
。

両
教
授
の
調
査
結
果
の

一
部
を

紹
介
す
る
と
、
植
物
で
は
ハ
カ
マ

カ
ズ
ラ
の
確
認
。
こ
れ
は
、
県
内

に
は
数
か
所
の
群
落
が
あ
る
も
の

の
、
大
村
湾
で
は
臼
島
だ
け
に
し

か
見
ら
れ
な
い
、
こ
の
カ
ズ
ラ
の

実
は
、
以
前
数
珠
や
ロ
ザ
リ
オ
に

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
キ
リ
シ

タ
ン
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
、
と

の
推
測
も
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

ま
た
、
地
質
で
は
、
、
臼
島
の
東

西
南
北
で
は
地
層
が
異
な
っ
て
い

る
と
か
、
臼
島
と
弁
天
島
で
も
全

く
違
っ
た
地
質
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
い
ろ
ん
な
調
査
結
果
が
分
か

り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も

と
に
、
臼
島
を
ど
う
活
用
し
て
い

っ
た
ら
い
い
の
か
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
観

察
に
行
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

一フズカマカ

臼
島
の
植
物
・
地
質
な
ー

ど
を
真
剣
に
観
察
す
る

参
加
者
(
写
真
上
)

(
8
/
8
・
臼
島
)

英
国
ス
カ
ヴ
ト
と
交
滞

大
村
市
を
訪
れ
た
英
国
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
(
リ
ー
ダ
ー
2
人
、
団

員
同
人
)
は
、

8
月
2
日
か
ら
7

日
ま
で
、
市
内
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
な
ど
と
の
交
流
で
友
好
を
深
め

ま
し
た
。

英
国
ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
は
、

韓
国
で
聞
か
れ
る
世
界
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
に
参
加
す
る
途
中
、
日
本
と

の
交
流
を
深
め
た
い
と
大
村
を
訪

れ
た
も
の
で
、
滞
在
期
間
中
は
、

市
内
の
ス
カ
ウ
ト
宅
に
ホ

i
ム
ス

テ
ィ
。
日
本
の
生
活
習
慣
な
ど
を

学
ん
だ
り
、
交
歓
会
や
オ
リ
エ
ン

一ア

l
リ
ン
グ
、
は
し
使
い
に
奮
闘

松
本
市
長
に
奨
学
資
金
を

寄
付
さ
れ
る
吾
山
美
枝
子

さ
ん
と
ご
子
息

すまきだだ
J

l
〉

昨て¥
せ

-
斗
一
柏
戸
(
虞

0

金
さ

受

tp一倍ーヰ
zm

J

ロ

ん

ユ

ん

ま

奨

て

晦
組
富
一
訪
日

J
一
唱
唄
諜
詳
し
U
一
都
引
い
泊
予

4

市
機( 

し
た
そ
う
め
ん
流
し
、
日
本
武
道

で
あ
る
剣
道
や
弓
道
の
見
学
、
茶

道
、
向
陽
高
校
生
徒
ら
と
の
交
流

な
ど
で
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

日
本
の
暑
さ
に
チ
ヨ
ッ
ト
こ
た

え
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
に

は
、
大
村
か
ら
も
松
永
大
介
さ
ん

ら
高
・
中
学
生
合
計
7
人
が
参
加
。

出
発
の
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
皆

日本航空

さ
ん
に
松
本
市
長
は
、
「
積
極
的
に

交
流
し
て
き
で
ほ
し
い
」
と
励
ま

し
ま
し
た
。

松本市長の歓迎を受ける英国スカウ卜の

皆さん (8/2・市役所)
4 

旦
民
自
扇
扇
線

恵
湖
周
回
誠
蹴

初
便
運
航
を
祝
っ
て
行
わ
れ
た
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
(
7
/
初
・
長
崎
空
港
)

日
本
航
空
の
長
崎
東
京
線
の

定
期
運
航
が
7
月
初
日
か
ら
始
ま

り
、
空
港
利
用
が
更
に
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
日
航
の
東
京
線
は
1

日
1
便
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
同
日
、
利
光
日

航
社
長
(
左
)
や
高
田
知
事
(
左

か
ら
4
人
目
)
、
松
本
市
長
(
右
か

ら
3
人
目
)
ら
に
よ
る
テ
i
プ
カ

ッ
ト
や
、
ミ
ス
長
崎
・
ミ
ス
大
村

ら
に
よ
る
機
長
ら
の
へ
花
束
贈
呈

な
ど
が
行
わ
れ
、
初
便
運
航
を
祝

い
ま
し
た
。

司



。百紙fトンは¥紙の原料となる立木に換算すると直径14セ

ンチ、高さ8メートルの立木約20本分に相当します。

古紙リサイクルを進めることは自然保護運動につながり

ます。J

@戸ルミ缶什固のリサイクル

で¥40ワットの電球を10時間

36分節約したことになります。

ま芝、清掃センターでは¥

毎日出るごみ処理の実態を皆

さん万に知っていただ、くため¥

見学を受けげけています。

ワ、ルプ・団体で申し込ん

でくだ、さい。

申し込み・問い合わせ 市清

掃センタ (森園町1470

E⑪3100) 

雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報おおむら 平成 3年 9月号

¢: 

島原の鐘ケ江市長に義援金を手渡す

田中町内会長会連合会々 長(中央)と松本市長

(7/9・島原市役所)

災
害
義
援
金
寄
託
者

(
8
月
5
日
現
在
・
敬
称
略
)

V
吉
原
工
業
側
大
村
工
場
社
員
一

同
1

2
万
6
円

V
山
口
幸
男
1

5
万
円

V
田
村
佳
子
1

5
千
円

V
原
香
織
1
1
千
4
1
5
円

V
鈴
田
小
学
校
児
童
会
1
1
万
7

千
5
4
5
円

V
松
原
小
学
校
児
童
会
1
4
万
8

1トンの
=立木20本

古紙
(直径14cm.高さ 8m) 

アルミ缶
1コ=10時間36分

(40 w電球)

千
8
7
2
円

V
側
大
川
家
具
茸
員
一
同
l
m
万
円

V
偏
西
口
土
建
1
5
万
円

V
大
川
田
町
老
人
会
登
貴
和
木
会

一
同
1

3
万
4
千
6
0
0
円

V
大
村
市
役
所
野
球
部
1

3
万
円

V
長
崎
県
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
協
会
大

村
支
部
1

1
千
円

V
側
リ

i
パ

l
ン
健
商

1
日
万
円

V
上
諏
訪
町
岳
ノ
木
場
一
班
1
5

千
4
0
0
円

V
大
村
市
P
T
A
連
合
会

l
口
万

6
千
ロ
円

V
鮒
井
桁
藤
H
H
1
万
刀
円

V
三
窓
会
1
5
万
円

V
竹
峰
会
1

2
万
2
千
5
0
0
円

3
3
3
m
v谷

川

wa

0
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る

特
典

①
老
年
者
控
除

日
歳
以
上
で
所
得
1
0
0
0
万

円
以
下
の
お
年
寄
り
の
場
合
、
本

人
の
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
、

所
得
金
額
か
ら
印
万
円
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金
や
恩
給
の
収
入
金
額

か
ら
、
公
的
年
金
等
控
除
額
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

O
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人

ガ
受
け
ら
れ
る
特
典

V
小
玉
泰
磨
1
1
千
3
0
0
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村
駅
前

庖
1
1
万
9
千
8
7
5
円

V
松
尾
昭
二
1
1
万
円

V
金
子
昌
生
1
4
千
3
1
7
円

V
山
浦
政
喜
H
H
叩
万
円

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

l
ト
大
村
公
園

前
底
H
H
ロ
万
3
千
8
4
7
円

V
大
村
民
謡
協
会
1
7
万
円

V
O
K
フ
l
ド
鞠
南
九
産
業
側
親

和
会

l
叩
万
8
千
9
1
7
円

V
桜
龍
吟
舞
道
大
村
吟
詠
会

一
同

H
H
3

万
円

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
何
歳
以
上
の
お

年
寄
り
(
障
害
者
の
場
合
は
除
く
)

の
と
き
、
何
万
円
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
お

年
寄
り
と
同
居
の
と
き
、
更
に

m

万
円
加
え
て
差
し
引
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
ま
で

:締め切りせまるf

j|君民年金作文コンク-)
:作文の枚数 4 0 0字詰原稿用

j紙 2枚 位

:締め切り 9月10日ω
;応募・問い合わせ 保険年金課

!年金係

『
は
か

υ』
の
定
期
検
査

取
引
用
・
証
明
用
は
も
れ
怠
く

商
庖
、
病
院
、
官
公
庁
な
ど
で

商
売
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る
『は

か
り
」
は
、
年
に
1
回
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

程日査検

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
し
た

場
合
は
、
計
量
法
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

持参するもの はかり、印鑑

手数料 200円-1，150円(種類・能力によって違います)

問い合わせ 商工観光課

※ 12 : 00-13 : 00は休みます。

-5-

月 日 場 所 時 間

大村市役所 10 : 00-12 : 00 
9月25日休)

中地区公民館 13 : 30-15 : 00 

9月26日嗣 中地区公民館 10 : 00-15 : 00 

9月27日働 市 民会館 10 : 00 -15 : 00 

10月1日ω 竹松 出 張 所 10 : 00 -15 : 00 

福重出 張所 9 : 30-10 : 30 

10月2日休) 萱瀬 出 張 所 11 : 00 -12 : 00 

松原出 張所 13 : 30-15 : 0。
三浦出張所 9 : 30-10 : 30 

10月3日(柑
鈴田出 張所 11 : 00-12 : 00 

10月11日働 大村 市 役 所 10 : 00 -15 : 00 



企親子3代も参加

(7 /20~21 ・竹松住民センターけ近〉

竹松小校区健全育成協議会(増川前隆

会長〉はア月20日、「夜間歩こう会」で親

力コメラ

スi1\~ト

企これ以上沼さないで!(8/1・市役所前〉

県や大村湾岸の市¥町、団体で組織さ

れている「大村湾をきれいにする会〈会

長・松本市長)Jは8月1日、大村湾沿岸

一周の車問パレードを行いまし芝。

パレードには車問30台、会員約70人ガ

参加。松本市長の瀕励のあと¥3コース

に分かれ大村市役所を出発。

家庭雑排水の放流や合成洗剤使用など

の自粛で大村湾をきれいに¥と呼びかけ

ました。

〈、

企
川
の
生
物
も
水
を
選
ぶ
ん

で
す
ね

(
8
/
ア
・
鈴
田
川
似
田
橋
ぼ
巴

川
に
は
い
ろ
ん
な
生
物
が
住
ん

で
い
ま
す
が
、
生
物
の
種
類
か
ら

水
の
状
態
を
知
ろ
う
と
、

8
月
7

日
の
鈴
田
川
を
度
切
り
に
大
上
戸

川
、
郡
川
で
水
質
検
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
鈴
田
川
で
は
、
地
域
の
小

学
生
や
婦
人
会
な
ど
約
的
人
が
参

加
し
、
網
な
ど
で
す
く
っ
た
生
物

を
観
察
。
カ
ゲ
ロ
ウ
や
サ
ワ
ガ
ニ

な
ど
が
確
認
さ
れ
、
い
ま
の
と
こ

ろ
き
れ
い
な
水
(
川
)
に
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

広報おおむら平成 3年 9月号

(8 /8 ・少年、少女ゴムボート大会)

a'海
の
ス
ポ
ー
ツ
満
喫

(
大
村
、
ボ
i

ト
場
)

B
&
G大
村
海
洋
ク
ラ
ブ

(坪
内
八
郎

代
表
)
は
7
月

m
-
m日
の
両
日
、
海
洋

ス
ポ
ー
ツ
晋
及
大
会
と
し
て
ヨ
ッ
ト
・
力

ヌ
|
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
親
子
連
れ
や
友
達
同
士
な

子のふれあい、子供だちの健全育成を図

りましだ。

参加したのは¥小・中学生¥保護者な

ど約320人。 21日午前零時、懐中電灯

の明かりを頼りに野岳湖を目指し出発。

互いに励まし¥助け合いなが日主復20キロ

の道のりを歩き¥午前4時すぎ、竹松住

民センターに戻ってきました。

なかには¥親子3代で参加しだ家族も

あり¥夜間歩こう会も年々盛り上がりを

みせています。

h
F
新
鮮
な
魚
ズ
ラ
リ

(
ア
/
お
・
鹿
の
昌
広
場
)

鹿
の
島
広
場
で
7
月
お
目
、
酒
の
朝
市
ガ
行

わ
れ
多
く
の
買
物
害
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。

大
村
市
漁
協
松
原
支
部
ガ
、
大
村
湾
の
昧
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
今
回
初
め
て
催
さ
れ

だ
も
の
で
、
新
鮮
な
魚
ガ
ズ
ラ
リ
。
ま
芝
、
力

二
の
つ
か
み
取
り
ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
早
朝
か
ら

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
だ
。

4、

4市内最高齢者漬口さん102歳
(8/10 .日泊町〉

大村市の最高齢者漬口マサさん (明治

22年8月10日生・日泊町)が満102歳を迎

えられ、松本市長が8月12日、長寿を祝

って花束を贈リました。

最近では寝たきりの状態が多いという

漬口さん、いつまでも元気で、頑張ってく

ださい。

市内の100歳以上は、漬口さんと藤崎竹

次郎さん(100歳)のお二人です。

( 7 /2 5~26 ・ヨット・カヌー教室)

ど
の
男
女
約
印
人
、
操
法
説
明
な
ど
を
受

け
た
あ
と
、
ヨ
ッ
ト
・
力
ヌ
ー
の
試
乗
で

楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
8
日
は
、
約
2
3
0人
の

子
供
た
ち
が
参
加
し
て
、
少
年
・
少
女
ゴ

ム
ボ
ー
ト
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ン

ド
ル
を
操
作
し
、
海
を
走
る
姿
は
と
て
も

満
足
そ
う
。

-シリーズ・

統計でみる大村市

Part 4 

-
1
%
)
減
っ
て
い
ま
す
。
農
業
数
の
専

兼
業
別
割
合
を
み
る
と
、
専
蕃
農
家
は
幻
・

7
%
を
占
め
、
兼
業
農
家
で
は
、
第
1
種

兼
業
農
家
(
自
営
農
業
を
主
と
す
る
兼
業

農
家
)
が
り
7
5
%
、
第
2
種
兼
業
農
家

(
自
営
農
業
を
従
と
す
る
兼
業
農
家
)
が

臼
・
8
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

年
間
で
6
、
3
8
0
人
(
お
・
2
%
)
減
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
人
口
の
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
却
・
6
%
か
ら
凶
・
1

%
に
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
耕
地
面
積
は
1
、
7
1
9
M
で
初

年
間
で
9
2
3
M
(
M
・
9
%
)
減
っ
て

い
ま
す
。
経
営
耕
地
面
積
割
合
は
、
田
が

日
・
2
%
、
畑
が
M
・
9
%
、
樹
園
地
が

初
・
9
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

業一

2Q$rmで診察2

自
辰一一

1
9
9
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
平
成
2
年
2
月
1
日
現
在
の
大
村

市
の
農
家
数
は
2
、
2
0
7
戸
で
、
昭
和

伍
年
か
ら
の
初
年
間
で
1
、
0
9
0
戸
(
お

45.4% 

31. 9% I 

2，207 

63.8% 

22. 7% I---'~----l目同間

2，490 
ーで寸¥

58.6% 

専・兼業別農家数の推移

2，700 

56.8% 

、
‘ 、

2，933 

57.3% 

3，297 

単位・千戸

4 

ザ
説
、少

今
や
農
業
は
機
械
化
。
こ
ん
な
風
景

も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

(
昨
年
の
市
職
員
に
よ
る

体
験
田
植
え
よ
り
)

大村市の農業の推移

農家数 専業 兼 業 農家 経営耕

第l種兼業 第2種兼業
人口

男 女
地面積

田 畑 樹園地

戸 戸 戸 戸 A 人 人 h a h a h a h a 

昭和 45年 3，297 748 1，053 1，496 16，709 8，024 8，685 2，642 1，253 719 670 

50 2，933 491 762 1，680 14，172 6，864 7，308 2，368 1，128 569 671 

55 2，700 507 659 1，534 12，909 6，214 6，695 2，155 1，053 506 596 

60 2，490 470 562 1，458 11，794 5，666 6，128 2，021 1，007 487 526 

平成 2年 2，207 479 321 1，407 10，329 4，939 5，390 1，719 932 428 359 

松 原 215 45 45 125 1，058 513 545 167 127 24 16 

福 重 332 85 59 188 1，593 773 820 290 206 33 52 

主主ヨ主ー 神員 305 38 40 227 1，326 658 668 212 141 8 64 

竹 キ公 309 86 42 181 1，437 691 746 225 I 113 110 3 

西大村 235 56 21 158 1，055 510 545 152 59 75 18 

大 キナ 343 78 39 226 1，526 706 820 254 81 116 56 

鈴 田 265 41 39 185 1，350 633 717 241 131 46 65 

j甫 203 50 36 117 984 455 529 177 75 15 86 

6 

平成 2年

口 第2種兼業農家

60 55 

口 第l種兼業農家

50 

口専業農家

昭和45年

(注)経営耕地面積は四捨五入してありますので、総数とその内訳を合計したものが一致しない場合があります。(資料:農林業センサス)
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次
代

11 ヘ
竹 い伝
塑 きえ
tたて
承い

11 

松

尾

悟

さ

ん

(
万
歳
・
古
賀
島
町
)

コ
ン
サ
ー
ト
に

向
か
っ
て
猛
練
習

ー
大
村
合
唱
団

l

広報おおむら 平成 3年 9月号

なかよし家族

写
真
右
か
ら
、
剛
士
く
ん
問
、
幸
吉
さ
ん
制
泰
子
ち
ゃ
ん
問
、

イ
ソ
さ
ん
側
、
祥
子
ち
ゃ
ん
川
、
妙
子
さ
ん
側
、
哲
也
く
ん
凶

今
は
懐
か
し
い
竹
細
工
な
ど
の

伝
承
に
、
情
熱
を
傾
け
て
お
ら
れ

る
古
賀
島
老
人
会
の
皆
さ
ん
。
松

尾
さ
ん
は
、
そ
の
指
導
者
の

一
人
で

あ
り
、
老
人
会
長
で
も
あ
ら
れ
る。

こ
の
会
で
は
以
前
よ
り
、
町
内

会
の
子
供
た
ち
ゃ
学
校
な
ど
を
対

象
に
、
竹
ト
ン
ボ
や
水
鉄
砲
、
竹

馬
、
紙
鉄
砲
、
か
け
ゴ
マ
、
わ
ら

ぞ
う
り
、
女
の
子
に
は
、
お
手
玉

や
手
袋
で
作
る
人
形
な
ど
、

子
供

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
設
け
、

一

緒
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
年
、
幻
活
性
化
事
業
の
補
助

を
受
け
、
切
り
出
し
ナ
イ
フ
や
キ

リ
、
カ
ン
ナ
、

電
動
ノ
コ
な
ど
を

揃
え
る
こ
と
が
で
き
、

「伝
承
あ
そ

/ 

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は

9
人
か
ぞ

く
で
す
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ

も
お
る
す
ば
ん
を
し
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
そ
し
て
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
は
、
い
つ
も
は
た
け
し
ご
と

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

お
に
い
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
は
、

小
学
校
、
お
と
う
と
と
い
も
う
と

は
ほ
い
く
え
ん
で
す
。

い
つ
も
、
け
が
や
ぴ
ょ
う
気
な

ど
を
し
な
い
で
、
な
か
よ
く
く
ら

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
(泰
子
)

ぴ
」
と
し
て
、
ま
す
ま
す
充
実

・

拡
大
し
た
活
動
を
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
。

工
具
は
中
地
区
公
民
館
に
保
管

さ
れ
て
お
り
、
公
民
館
活
動
な
ど

で
も
活
用
さ
れ
る
。

先
日
も
、
中
地
区
公
民
館
の
竹

細
工
教
室
で
指
導
に
あ
た
ら
れ
た

そ
う
で
す
が
、

子
供
た
ち
が
楽
し

く
、
喜
ん
で
取
り
組
む
姿
を
み
る

と
本
当
に
嬉
し
い
し
、

今
後
は
、

他
地
区
で
も
要
請
が
あ
れ
ば
出
向

い
て
い
く
つ
も
り
だ
と
の
こ
と
。

松
尾
さ
ん
は
、

「子
も
親
も
み
ん

な
楽
し
く
、
そ
し
て
、
次
代
に
伝

え
続
け
て
い
け
る

一
助
に
な
れ
ば
」

と
、
熱

っ
ぽ
く
話
さ
れ
た
。

ター (タップ夕、ンス)ト
'ス
ク
リ
ー
ン
で
見
た
フ
レ

ッ
ド

ア
ス
テ
ィ
ア
の
軽
や
か
な
タ

ッ
プ

シ
l
ン
に
魅
せ
ら
れ
て
始
め
た
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
、
と
て
も
上
手
と
は

い
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
が
好
き
で
、
み
ん
な

と

一
緒
に
踊
る
こ
と
が
出
来
た
ら

と
思
い
、
劇
団
ア
l
ト
を
前
身
と

し
て
活
動
を
始
め
て
2
年
近
く
に

な
り
ま
す
。

最
初
は
タ

ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
の
チ

a
a包
窃
⑭
宮
内
凶

ー
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会

l

こちら自由席

(ア/27・日本武道館〉

石走道祖神

通行を見守って

いるんで9fc).

p
-福

重
小
学
校
裏
手
の
石
走
川
沿

い
の
道
端
に
、
花
や
水
な
ど
を
飾

り
、
大
切
に
祭
ら
れ
た
石
が
立
っ

て
い
ま
す
。

刻有
道 ま 」 石:
祖れ這 走it
神てが道り
はい有祖
、 まる神

昔 」 とと
か t:;， い日平

よふ さl士
号い 主れ、

神ニ 「
と道

-8-

ッ
プ
の
音
を
問
い
た
だ
け
で
感
動

し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
も
、
今
は
な

か
な
か
の
ダ
ン
サ
ー
?
で
す
。

年
齢

・
職
業
さ
ま
ざ
ま
な
み
ん

な
が
、
週
1
回
汗
を
流
し
て
の
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
は
、
と
て
も
楽
し
い

も
の
で
す
。

た
だ
今
メ
ン
バ
ー
は
、
う
れ
し

は
ず
か
し
振
付
で
そ
れ
ぞ
れ
に
新

し
い
曲
を
タ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
メ
ジ

ャ
ー
で
は
な
い

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
す
け
ど
、

興
味

の
あ
る
方
は
一
緒
に
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

定
例
会

毎
週
土
曜
日

(
午
後
7

時
日
分

1
)

場

所

市
コ
ミ
セ
ン

連

絡

先

川

原
(
包
@
0
4
0
3
)

全 日本少年剣道錬成大会に出場した、大村剣

道協会チーム(写真前列)がみごと優勝。 2年

連続の優勝を果 たしました。

大会 は、東京 ・日本武道館で、 全国の少年剣

士 462チームが出場、 8ブ ロックに分かれ試

合が行われました。

大村からは、選抜された大村剣道協会と微神

堂の両チームが出場。大村剣協がみごとブロッ

ク優勝、徴神堂チームは準決勝で惜敗しました。

さ
ち

さ
い

幸
の
神
、
歳
の
神
な
ど
と
い
わ
れ
、

悪
霊
な
ど
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
祭
ら
れ
た
神
様
で
す
。
い
わ
ゆ

る
、
通
行
の
無
事
を
祈
る
神
と
し

て
道
路
の
十
字
路
、
村
境
、
峠
な

ど
、
主
な
道
路
沿
い
に
多
か
っ
た

そ
う
で
す
。

ま
た
、
石
走
川
付
近
に

「船
つ

な
ぎ
石
」
と
い
う
の
も
残

っ
て
お

り
、
こ
の
辺
は
遠
い
昔
海
だ
っ
た

と
思
わ
れ
、
こ
こ
を
出
発
点
に
道

が
通
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
の
こ

弁
当

な
に
げ
な
く
立
っ
て
い
る
石
で

も
、
歴
史
を
た
ど
る
と
お
も
し
ろ

い
こ
と
が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
皆
さ
ん
の
周
り
に
は
、

こ
う
い
う
石
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

- 9 



で/

三
種
混
合
(
一
フ
戸
リ
也

予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児

・
第
1
期
(
初
回
免
疫
者
)
・:
生
後
3
か

月
i
刊
か
月
の
初
回
免
疫
が
完
了
し
て
い

な
い
幼
児
。

(
要
領
)
3
i
8
週
間
の
間
隔
を
お
い
て

3
回
接
種
し
ま
す
。

-
第
2
期
(
追
加
免
疫
者
)
・
:
第
1
期
3

回
目
接
種
後
ロ

1
日
か
月
に
至
る
期
間
の

三種混合指定病(医)院

接種できる病(医)院 電話番号 住 所

出口小児科医院 52-2252 諏訪 3丁目

田川小児医院 52-4000 東本町

寺井医院 52-3574 玖島 1丁目

近藤医院 54-1166 東本町

野口内科こども医院 52-2339 西大村本町

与那城医院 53-5575 池田新町

牧山医院 55-7831 宮小路 2丁目

長野病院 53-1123 東二城町

松尾医院 52-4412 玖島 1丁目

幼
児(

要
領
)
接
種
児
の
体
調
の
良
い
日
に
1

回
接
種
し
ま
す
。

実
施
期
間

9
月
2
日
i
平
成
4
年
3
月
白
日

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
。
体
調
の
良

い
日
に
直
接
指
定
さ
れ
た
病
(
医
)
院
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

※
母
子
健
康
子
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

『守〈匂(gd)tD也⑭園

百怠窃富良§
皆さん多数のご来場をお待ちしてい

9月13日樹、午前10時30分 ~

福祉センター2階集会室

9月12日(桐-14日(土)

午前 9時~午後4時

福祉センタ一大会議室

手芸、工芸、書道、絵画、盆

栽など

大村市老人クラブ連合会

皆さん多数のご来場をお待ちしてい

ます。

日時

老人作昂展示会

会場

展示品

{雀

ます。

日時

場所

主

(
は
し
か
)

指実 種ま 該
定施 児で 当
医期 。の す
院間 幼 る

l日 J，i1
JL ~ぜJ

で 児

麻生
し f麦
ん 18
ワカ当
ク月
チ 1
ン 72
未か
接:月

田 9
) 11 月
寸、 2
!，'[.日
医何)
F完 i

30 
出日
日 目)

』目
JL 

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
行
い
ま
す

該
当
す
る
乳
幼
児

・
生
後
3
か
月
1
刊
か
月
ま
で
の
初
回
投

与
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
い
な
い
必
か
月

ま
で
の
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

-
発
熱
も
し
く
は
下
痢
を
伴
う
急
性
疾
患
、

重
症
結
核
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
病
後
衰

麻

し

ん

の

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

弱
栄
養
障
害
な
ど
の
礼
幼
児

-
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か

月
を
経
過
し
て
な
い
礼
幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い

・
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

0

・
体
温
を
計

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

科
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院

料
金

無
料

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
。
指
定
さ
れ

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

。
ポ
リ
オ
一
口
メ
モ
。

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、

1
回
目
の
投

与
を
受
け
て
か
ら
、

6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
き
2
回
目
の
投
与
を
行
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
を
お
こ
す
ウ
ィ

ル
ス
に
は
、
-
型
、

H
型
、
国
型
が
あ
り

ま
す
が
、

1
回
目
で
は
全
て
の
型
の
免
疫

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

2
回
目
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
回

つ
か
な
か
っ
た
免
疫
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

必
ず
2
回
(
生
後
必
か
月
ま
で
)
受
け
ま

接種会場 接種目

市 f生 所
10月 1日(刈

宣 瀬 出 張 所

西大村コミセン

ニ 浦出張所 10月 2日休)

鈴田出張所

竹松出張所
10月 3日同

福重出張所

中地区公民館
10月 4日働

松原出張所

健康テレホンサービス
包 23-4646まだは0958-26-5511

し
ょ
、
っ
。

生ワク投与実施日程表

9 月 老人に多いガン

月 火 子どもに多いガン

の 水 婦人に多いガン

フマー
木 酒飲みに多いガン

金 タバコのみに多いガン

土日 ガンは遺伝するか?
いずれも午後 2時から 3時まで時間



福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

心
身
障
害
者
・
母
子

・
寡
婦

・
未
婚
の

女
子

・
寡
男
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
受
給
資
格
者
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
。
該
当
者
の
方
は
忘
れ
な
い

よ
う
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の
・
印
鑑
・
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証
・
加
入
し
て
い
る
健

盆
婚
式

該
当
者
ヘ
記
念
昂

を
贈
呈
し
ま
す

広報おおむ ら平成 3年 9月号

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

長
年
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
社
会
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
で
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
す
る
夫
婦
で
、
婚
姻
(
戸
籍

に
記
載
さ
れ
た
日
)
か
ら
満
印
年
を
迎
え

ら
れ
た
夫
婦

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
日
年
9
月
日
日
か

ら
昭
和
同
年
9
月
日
日
ま
で

申
請
方
法

該
当
す
る
人
は
、
申
請
書
に

戸
籍
謄
本
を
添
え
て
、
福
祉
課
老
人
福
祉

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

康
保
険
証
・
通
知
の
ハ
ガ
キ

-
心
身
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
、
療
育
手
帳

・
今
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
、

扶
養
義
務
者
が
市
外
に
い
る
人
は
平
成
2

年
分
の
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
(
福
祉

課
に
提
出
済
み
の
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

;問 申
?い込
i合締
姥わめ
せ切

福
十止 9 
l果月

] 老 30
a人目

111!?何)i 
iず

昨年11月13日の金婚祝賀記念品 … 
贈呈式より

長
寿
を
祝
っ
て

敏
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
、
刀
歳
以
上
の
人

5 問 福
5 い ネ止
) 合 課

わ で
せ 手

続
福き
ネ止 を
言果し
福て
祉く
イ系 fご
(さ
内い
線
1 

祝
金
の
額

①
刀
歳
l
mは
歳

3
0
0
0
円

②
初
歳

l
m歳

5
0
0
0
円

③
卯
歳
以
上

8
0
0
0
円

※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
県
の
敬
老
金
も
贈

ら
れ
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

通
知
書
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人
福
祉
係

宇
品
、

L
一
夫
」

i

-

ギ
J

手
/
」

却
パ

!」

t守
ゾ
へ

差

江川

詑

受

一昨

お

ん
+
九
弓
}

7

南一

l
]
日

は
の

に

定

h
k

己
日

J
ノ

t
Tイ
』

ヲ

hvす

で

当

の

該

す

※
 

程

月日 | 場 所

9月17日(刈 市役所

9月18日(別 西(大中村地区出張公所民館)

9月19日体)竹松 ・萱瀬 ・松原出張所

9月20日樹 福重 ・三浦 ・鈴田出張所

日新更程

月日 土品 所

9月什日(水)
三浦 ・鈴田 ・萱i頼、 ・

福重 ・松原各出張所

9月12日(本)
市役所

西大村 ・竹松各出張所

9月13日程自 市役所、西大村出張所

日口三目普

被
爆
者
健
康
診
断
を

行
い
ま
す

午前 9時30分~午後 4時

対
象
者

被
爆
者
健
康
手
帳
、
健
康
診
断
受
診
者

証
を
持
っ
て
い
る
人

受
付
時
間
・
午
前
山
時
1
日
時
・
午
後

1
時
1
2
時
初
分

問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福

祉
課
福
祉
係
(
内
線
1
5
6
)

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
年
2
回

ま
で
、
希
望
に
よ
り
健
康
診
断
ま
た
は
、

が
ん
検
診
を
、
国
立
長
崎
中
央
病
院
、

市
立
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時間

暴カ国被害
どしどしご相談を

原爆被爆者一般健康診断実施日程

日 程 実施場所 対象地区

9月 2日何) 市コミセン 大村、 三浦、鈴田

3日(刈 市コ ミセ ン 大村

4日(水) 中地区公民館 西大村

5日(ポ 竹松出張所 福重、松原

6日働 福祉センター 西大村、 宣瀬

7日出、8日(日) 休 み

9日目) 竹松 出張 所 竹松

10日ω 福祉センター 大村

相
談
会
場
・
長
崎
会
場
:
・

長
崎
市
民
会
館
1
階
大
会
議

室

(
長
崎
市
魚
の
町
)

-
佐
世
保
会
場
・
・
・
佐
世
保
市

産
業
会
館
2
階
(
佐
世
保
市

松
浦
町
)

相
談
の
方
法

直
接
会
場
に

出
向
く
か
、
ま
た
は
出
向
け

な
い
方
は
電
話
に
よ
る
相
談、

あ
る
い
は
最
寄
り
の
警
察
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
今
回
に
限
ら
ず
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

暴
力
追
放
テ
レ
フ
ォ
ン

1
0
9
5
8
⑫
0
0
0
7
1
 

県
警
本
部

(8
0
9
5
8
②
5
1
0
1
)、

佐
世
保
警
察
署

(8
0
9
5
6
③
7
1
6

長
崎
県
警
察
と
長
崎
県
弁
護
士
会
で
は
、

民
事
介
入
暴
力
に
関
す
る
相
談
会
場
を
設

け
ま
す
。

暴
力
団
か
ら
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た

と
か
、
困

っ
て
い
る
方
は
遠
慮
な
く
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
日
日
樹
、
午
前
日
時
1
午
後

3
時



験
試験職種 ~ι ι A験 資 十各

行 政 大学卒業程度の学力を有し、昭和40年 4月 2日から昭和45年 4月 1日までに生まれた人

一 般事務 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和49年 4月 ll3までに生 まれた人

土 木 大学卒業程度の学力を有し、昭和40年 4月 2日から昭和45年 4月 1日までに生まれた人

初級 土 木 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日か ら昭和49年 4月 1日までに生 まれた人

化 A子旦- 大学卒業程度の学力を有し、昭和40年 4月 2日から昭和45年 4月 1日までに生まれた人

電 気 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和49年 4月 1日までに生 まれた人

助 産 女帝
保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の助産婦免許を有する人(平成 4年 3月に行われる予定の国家試験

に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和37年 4月 2日以降に生まれた女子

看護 婦(士)
保健婦助産ρ、婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免許を有する人(平成 4年 3月に行われる予定の国
家試験に 格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和42年 4月 2日以降に生まれた人

A方江丈. 養 士
栄養士法に よる栄養士免許 を有する人(平成 4年 3月までに免許取得見込みを含む)で昭和42年 4月 2日

以降に生 まれた人

診療放射線技師
診療放射線技師法による厚生大臣の診療放射線技師免許を有する人(平成 4年 3月に行われる予定の国家

試験に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和42年 4月 2日以降に生まれた人

寮 母 高等学校卒業程度の学力を有し、昭和37年 4月 2日か ら昭和49年 4月 1日までに生 まれた女子

最終学歴が学校教育法による中学校も しくは高等学校卒業の人(平成 4年 3月31日までに高等学校卒業見

用 務 貝 込みの人を含む)で高等学校卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和49年 4月 1日までに生ま

れた原動機付自転車以上の運転免許を有する男子

学歴は問わないが、調理師法による都道府県知事の調理師免許を有する人(調理師法による厚生大臣の指
調 理 貝 定する調理師養成施設を平成 4年 3月31日までに卒業し、免許取得見込みの人を含む)で昭和42年 4月 2

日から昭和49年 4月 1日までに生まれた人

最終学歴が学校教育法による中学校も しくは品等学校卒業の人(平成 4年 3月31日までに品等学校卒業見

清掃現業員 込みの人を含む)で高等学校卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から昭和49年 4月 1日までに生ま
れた男子

最終学歴が学校教育法による中学校もしくは品等学校卒業の人(平成 4年 3月31日までに品等学校卒業
看護 助手 見込みの人を含む)で高等学校卒業程度の学力を有し、昭和45年 4月 2日から49年 4月 1日までに生まれ

た女子

試用採員職市

第一次試験/10月27日(日)

応 募 方法/所定の申込用紙(人事課または、各出張所にあ

ります)に記入の上応募してください。
問い合わせ/人事課人事係 (ft53 -4111内線270-272)

採用の条件/市内に住んで・いる人または、採用後住むことが

できる人

採 用人員/各職種とも若干名

申込期間/9月 2日(月)- 9月30日(月)

第

1
田
市
民
記
録
会

遊
び
心
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日

日
月
刊
日
制

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

対
象

男
子
お
歳
以
上
、
女
子
初

歳
以
上

種
目

短
距
離

・
ハ
ー
ド
ル
・
中

距
離
・
跳
躍

・
投
て
き

参
加
料

1
種
目

2
0
0
0
円

賞

1
位
i
3
位
メ
ダ
ル
、

6
位

ま
で
賞
状

締
め
切
り

叩
月
訂
日
(
木
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島

(
池
田
2
丁
目
宮
@

4
2
8
2
)

-12 -

第
刊
団
長
崎
県

美
術
展
覧
会
(
県
展
)

会
期

・
前
期
・
・・9
月
6
日
働

i
m
日
側

(
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸

・
写

真

・
彫
刻
)

・
後
期
:
・
9
月
刊
日
側

i
m
日
同

(
日
本
画

・
書
)

※

9
月
9
日
側
、
口
日

ω、
同
日

側、

μ
日

ωは
休
館
日

会
場
長
崎
県
立
美
術
博
物
館

(長
崎
市
立
山
)

。
佐
世
保
全
場
・・
・
佐
世
保
市
博
物

館
島
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー
(
佐
世
保

市
島
瀬
町
)
、
叩
月
3
日
榊
l
U
日

目
(
叩
月
8
日

ωは
休
館
日
)

大
村
市
中
小
企
業
振
興
資
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
グ

大
村
市
中
小
企
業
振
興
資
金
は
、

市
と
長
崎
県
信
用
保
証
協
会
、
市

内
金
融
機
関
の
三
者
が
相
互
協
力

し
、
市
内
中
小
企
業
の
振
興
を
図

る
た
め
に
、
市
が
設
け
た
融
資
制

度
で
す
。

融
資
対
象
者

市
内
で
1
か
年
以

上
事
業
を
継
続
し
て
い
る
事
業
所

で
、
市
税
を
完
納
し
保
証
協
会
の

保
証
対
象
と
な
る
事
業
所

融
資
限
度
額

1
事
業
所
1
千
万

円
以
内

融
資
期
間
・
運
転
資
金
5
年
以

内
・
設
備
資
金
7
年
以
内

融
資
利
率

・
貸
付
利
息
:・
年
率
6
・
3
%

・
保
証
料
・
:
年
率
0
・∞
m
%

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
・
商

工
会
議
所
・
市
内
全
銀
行

・
信
用

金
庫



大
村
市
給
水
装
置

技
術
者
・
技
能
者

資
格
試
験

日
時
9
月
幻
日
働

申
込
期
間

9
月
2
日
側
l
U
日

封講
習
会
9
月
初
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
管
工
業
協
同
組
合
(
宮

⑪
3
1
6
8
)
 

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
(
全
類
)
、
丙
種

試
験
日
時
日
月
M
日
側
、
午
前

叩
時

試
験
会
場
大
村
工
業
高
校

願
書
提
出
期
間

9
月

μ
日

ω
l
m月
3
日
嗣

※
願
書
は
、
大
村
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
消
防
署
(
宮

@
4
1
3
8
)
 

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
9
月
日
日
也
、
午
後
1
時

却
分

場
所
市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

'91多良火山火口壁ウオークラリー大会
日時 10月20日(日)、午前 7時30分黒木駐車場集合(雨天

中止)

内容 ・Aコースー黒木~五ヶ原~金泉寺~多良岳~黒

木(約5時間)・ Bコース=黒木~金泉寺~多良岳ー経ヶ

岳~つげ尾~黒木(約 6時間)・ Cコース=黒木~五ヶ

原~金泉寺一経ヶ岳~つげ尾~黒木(約7時間)・ Dコー

スー黒木~五ヶ原~金泉寺~経ヶ岳~岩屋越~黒木(約

9日寺間)

参加資格満15歳以上(ただ、し、 18歳未満は保護者の同

意書が必要です)

主催・・・多良岳火山火口壁を歩く市民の全

協力...大村山岳会

参加料 1人 500円

募集人員 100人程度

申込期間 9月9日(月)-10月12白(土)

申し込み・問い合わせ商工観光課

広報おおむら平成 3年 9月号

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係
(
内

線
1
2
6
)

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

大
村
少
年
合
唱
団

グ
夢
と
ロ
マ
ン
の

コ
ン
サ
ー
ト
グ

9
月
8
日
間
、
午
後
3
時

日
時

却
分

場
所
市
民
会
館

曲
目
も
し
も
も
し
も
し
、
深

い
川
、
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
ら
、

組
曲
「
海
を
渡
る
少
年
た
ち
」
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー

-一一ュ

l
ソ
ン
グ
メ
ド

レ
ー
な
ど

入
場
料

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
内
(
包

⑪
3
1
6
1
J
 

長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
一
般
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
」

(
障
害
老
人
の
理
解
と
接
し
方
)

日

時

日

月
i
ロ

月

毎

週
金
曜

口
U対

象
一
般
住
民

定
員
初
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

場
所
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
院

申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
連
絡
先
、
電

話
番
号
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
公
開
講
座
係
(
干
鰯
赤
佐
古
町

必
包
(
⑪

7
8
8
3
)

9月14日(土)

午後2時--3時10分

西大村コミセン入場無料
く題名〉

・ごんぎつね
(戸ニメーション21分〉

.片耳の大シカ
(戸二メーション25分〉

.あそびたいなあ

夏
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

-
9
月
8
日
制
:
・
一
般
男

一
般
女
子
B

-
9
月
日
日
制
・
:
一
般
男
子
A
、

一
般
女
子
A
、
壮
年

・9
月
お
日
間
:
・
予
備
日

期
日

子
B
、

※
い
ず
れ
も
シ
ン
グ
ル
ス

な
お
、

A
お
よ
び
壮
年
は
県
体

予
選
を
兼
ね
ま
す
。

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ
ー

ト
場
横
)

参
加
資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者
(
高
校
生
除
く
)

参
加
料
1
0
0
0
円
(
た
だ
し
、

協
会
員
は
8
0
0
円
)

申

込

期

限

9
月
5
日
嗣
(
厳
守
)

申
込
先
大
村
市
テ
ニ
ス
協
会
・

広
滝
陶
(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
1

1
8
@
7
6
8
6
)
 

※
参
加
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
参
加
料
は
不
出
場
の
場
合

で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

し
込
み
後
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
。

第
何
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績

(
8
月
3
日
1
5
日
・
市
営
野
球

場
ほ
か
)

小
・
中
学
生
日
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
L

。
猛
暑
に

負
け
な
い
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す

。
小
学
生
の
部

1
位・・
・
乾
馬
場

2
位
・
・
・
池
田

3
位
・
:
鬼
橋
・
若
竹

。
中
学
生
の
部

1
住
・
・
・
松
山
ク
ラ
ブ

2
位
・
・
・
乾
馬
場

3
位
:
・
向
陽
寮
・

上
諏
訪

13 -



国
家
公
務
員
採
用
試
験

1
高
校
卒
業
程
度

l

①
海
上
保
安
大
学
校
学
生

②
気
象
大
学
校
学
生

受
験
資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
で

⑦
高
校
卒
業
お
よ
ぴ
来
年
3
月
卒

業
見
込
み
の
人

④
高
専
の
課
程
修
了
お
よ
ぴ
来
年

3
月
課
程
修
了
見
込
み
の
人

⑦
そ
の
ほ
か
大
学
入
学
資
格
検
定

に
合
格
し
た
人
な
ど
、
人
事
院
が

⑦
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

③
海
上
保
安
学
校
学
生
(
船
舶
運

航
シ
ス
テ
ム
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、

海
洋
科
学
)

受
験
資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
で
、
前
記
術
的
⑤
と

同
じ

申
込
期
間
い
ず
れ
も
9
月
5
日

制
l
M
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
2
1
1
1
1
8

0
9
2
・
4
3
1
・
7
7
3
3
)

ま
た
は
、
①
③
に
つ
い
て
は
長

崎
海
上
保
安
部
管
理
課
(
長
崎
市

松
ケ
枝
町
8
0
9
5
8
⑫
5
1
3

鯵
動
芸
術
祭
「
寄
席
芸
能
L

落語

奇術

文
化
庁
が
派
遣
す
る
優
れ
た
舞

台
芸
術
公
演
の
移
動
芸
術
祭
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
日
月
1
日
働

午
後
6
時
初
分
間
演

場
所
市
民
会
館

出
演
者
春
風
亭
柳
昇
、

三
笑
亭

夢
楽
、
春
雨
や
電
蔵
、
三
笑
亭
夢

三
四
、
松
旭
斎
八
重
子
・
美
江
子

(
落
語
芸
術
協
会
)

入
場
料

一
般
2
2
0
0
円
(
当

日
2
5
0
0
円
)
、
小
・
中
高
生

1
3
0
0
円
(
当
日
1
5
0
0
円
)

(
全
席
自
由
席
)

前
売
券
発
売
所
ア
オ
パ
ラ
ジ
オ

商
会
、
エ
ム
ズ
・
モ
リ
タ
ケ
、
原

田
楽
器
大
村
庖
・
諌
早
庄
、
長
崎

書
底
、
大
村
浜
屋
1
階
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
、
和
風
れ
す
と
ら
ん
浜
田
、

商
工
会
議
所
、
市
コ
ミ
セ
ン
、
中

地
区
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
各

出
張
所
、
西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン
、

市
役
所
受
付
、
社
会
教
育
課

発
売
開
始

9
月
1
日
制

問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課

-展す美
長示。術勤
崎会ふ品労
県場るをの
立おっ広か「第30回
美よてく
術びご募与長崎県勤労者美術展」の
博 会 出 集
物期品・創開催および作昂募集
館 く展作

だ示さ
さしれ
しミ ま fこ

12 
月

日
日

ω1日
日
目

・
佐
世
保
市
博
物
館
島
瀬
美
術
セ

ン
タ
ー
ロ
月
日
日
制
l
n
日岡山

出
品
部
門
洋
画
、
日
本
画
・
南

画
、
書
、
写
真
の
4
部
門

出
品
資
格
県
内
に
居
住
し
て
い

る
勤
労
者

出
品
申
し
込
み
と
作
品
の
搬
入
期

間
お
よ
び
場
所

-
期
間
:
・
日
月
日
日
何
l
M
日
出

(
午
前
9
時
1
午
後
5
時
)

-
場
所
:
①
長
崎
労
政
事
務
所
(
長

崎
県
勤
労
福
祉
会
館
内
干
細
長
崎

市
桜
町
宮
0
9
5
8
②
1
4
5
6
)

②
佐
世
保
労
政
事
務
所
(
佐
世
保

市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
一
T
加
佐

世
保
市
矢
岳
町
8
0
9
5
6
⑫
4

4
3
9
)
 

問
い
合
わ
せ
県
労
政
福
祉
課
、

長
崎
・
佐
世
保
各
労
政
事
務
所

市営住宅入居者募集

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 1 3K 7，600 

久 原第 二 2 3DK 21，200 
1 干重

城 1 3DK 25，200 

原口ア ノfート 3DK 27，200 

竹 キ去 l 2K 6，400 
2 干重

原口ア パート l 3DK 20，500 

申込期間 9月5日(木:)-12日(木)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

シJ[;)ト人材センターで

生きがいづく υ
=会員を募集中です=

ω歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

せ
ん
定
、
除
草
、
大
工
、
左
官
、

塗
装
、
ふ
す
ま
障
子
張
り
、
車
の

運
転
、
あ
て
名
書
き
、
家
事
手
伝

回

- 14 

(草とり作業風景)

い
な
ど
あ
な
た
の
経
験
と
能
力
を

生
か
し
、
生
き
甲
斐
づ
く
り
と
し

て
社
会
参
加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
他
大

村
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(
宮

@
5
2
2
5
)
 

ス

、ド
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

日
頃
の
音
楽
活
動
の
成
果
を
発

表
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し

ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

日
時
叩
月
初
日
目
、
午
後
1
時
1

6
時
日
分

会
場

N
B
C
ビ
デ
オ
ホ
l
ル
(
長

崎
市
上
町

N
B
C
別
館
3
階
)

出
場
資
格
県
内
の
事
業
所
に
勤

務
ま
た
は
、
県
内
に
居
住
す
る
勤

労
者
を
中
心
と
し
て
編
成
さ
れ
た

ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
(
演
奏
時

間
は
加
分
程
度
)

参

加

料

無

料

応
募
方
法
出
場
申
込
書
に
、

演

奏
録
音
テ
l
プ
を
添
え
て
9
月
9

日
側
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
県
労

政
福
祉
課
(
干
制
長
崎
市
江
戸
町

2
1
U
2
0
9
5
8
@
3
4
8
1
)
 



読
書
感
想
文

市
立
図
書
館
で
は
、
秋
の
読
書

週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
読
書
感

想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の

一
般
成

人

(
学
生
を
の
ぞ
く
)

テ
ー
マ

自
由
。
た
だ
し
、
読
書

感
想
ま
た
は
読
書
体
験
を
内
容
と

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

原
稿
枚
数

制
字
詰
原
稿
用
紙
5

枚
程
度

締
め
切
り

口
月
初
日
出

応
募
規
定

①
作
品
は
1
人
1
点

と
し
ま
す
②
作
品
の
前
に
題
名
、

住
所
、

氏
名
(
読
書
感
想
文
に
は
、

文
の
終
わ
り
に
書
名
、
著
者
ま
た

は
編
著
者
名
)
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
③
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

送
付
先

市
立
図
書
館
(
東
本
町

4
8
1
番
地
雷
@
2
4
5
7
)

ご
寄
付

ご
好
意

第
引
田
市
展
作
ロ
凹

部
門

洋
画

・
日
本
画

・
書

・
写

真

・
彫
塑
工
芸

・
デ
ザ
イ
ン

出
品
数

各
部
門
l
人
2
点
以
内

手
数
料

1
点
1
0
0
0
円

(
高

校
生
5
0
0
円
)

申
込
期
間

叩
月
5
日
出
1
日
日

刈作
品
搬
入

叩
月
訂
日
閥
、
午
前

ω時
i
午
後
1
時
、
市
コ
ミ
セ
ン

作
品
展
示

日
月
1
日
働
1

6
日

制申
込
先

市
展
事
務
局

(教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
内
⑪
3
6
9
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報おおむら平成 3年 9月号

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
山
口
義
久
(
本
町
)
叩
万
円

V
野
村
芳
子

(西
三
城
町
)

3
万

円V
山
浦
政
喜

(
水
田
町
)

初
万
円

(
敬
称
略
)

V
松
添
敏
之
(
荒
平
町
)
金

一
封

。

一
般
寄
付

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
松
尾
昭
二

(寿
古
町
)

1
万
円

V
黒
木
医
院

l
図
書
5
万
円
相
当

N
H
K学
園
専
攻
科

「
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」

叩
月
期
生

社
会
福
祉
科
目
お
よ
び
教
養
科

目
を
学
習
し
ま
す
。

募
集
期
限

叩
月
5
日
出

問
い
合
わ
せ

N
H
K
学
園
高
等

学
校
専
攻
科
(
干

m
l旧
東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
2
1
%
2
0
4

2

5
⑫
3
1
5
1
)
ま
た
は
、

最

寄
り
の

N
H
K
へ

11 母首長

日語元
tj生開
! 発
ス +フ
11 ミ

ナ

内

容

・

パ
ソ

コ
ン
入
門

・
ワ

ー
プ

ロ

(
ユ
ー
カ
ラ
中
級
)

・
ワ

ー
プ
ロ
(
一
太
郎
)
・
J
I
S検

定
炭
酸
ガ
ス
ア
l
ク
溶
接
(
学
科
)

・
5
ト
ン
未
満
移
動
式
ク
レ
ー
ン

大
村
。ハ
l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
N
T
T
I
フ
ァ
ッ

ク
ス

V
長
崎
玄
海
芸
能
企
画

l
座
長
大

会
招
待

V
ギ
ャ
ロ
ッ
ト
氏

一
行
(
木
場
1

丁
目
)
慰
問

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
久
田
松
政
義
(
黒
丸
町
)
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ

光
と
緑
の
圏
向
陽
寮
へ

V
天
理
教
婦
人
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ー
奉
仕

安
全
運
転
講
習
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
ロ
l
タ
ス

I
、

2
、
3

(
初
級
)

・
シ
ー
ケ
ン
ス

(有
接
点
)
・
機
械
C
A
D
入
門

・
木
工

(
初
級
)
・
木
工

(上
級
)

・
J
I
S検
定
被
覆
ア
ー
ク
溶
接

(実
技
)

申
込
期
間

9
月
2
日
叩
1
初
日

働申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎

技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌
早
市
小

船
越
町
宮
⑫
2
7
2
1
)

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

婦
人
健
康
づ
く
り
教
室

期
間

9
月
日
日
1
1
月
初
日
、

毎
週
水
曜
日
、
午
前
日
時
j
正
午

場
所

市
民
体
育
館

対
象

婦
人

募
集
人
員

初
人

内
容

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
、
ゲ
ー
ム
ほ
か

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ

1
慰
問

V
本
経
寺

l
か
し
わ
も
ち

V
N
T
T
I
フ
ァ
ッ
ク
ス

光
と
緑
の
園
乳
児
院
へ

V
朝
長
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
H
H
図
書

V
N
T
T
I
電
話
機

V
本
経
寺

l
か
し
わ
も
ち

泉
の
里
へ

V
川
上
国
喜

(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
春
菜
会
H
H
慰
問

・
5
千
円

V
ひ
ま
わ
り
会
H
H
慰
問

参
加
料

無
料
(
保
険
料
は
実
費
)

申
込
期
限

9
月
日
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民

体
育
館
(
宮
@
1
5
5
2
)

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

第

5
田
市
民

イ
ン
デ
ィ
ア
力
大
会

と
き

9
月
8
日
制
受
付
開
始

午
前
9
時
、
試
合
開
始
叩
時

と
こ
ろ

桜
ヶ
原
中
学
校
体
育
館

チ
l
ム
編
成

1
チ
l
ム
4
人
以

上
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
チ
l
ム
名、

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
9
月
5

日
嗣
(
必
着
)
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

参
加
費

1
人
3
0

0
円

(
当
日

受
付
で
集
め
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
地

区
公
民
館
(
松
並
1
丁
目
2
4
6

V
立
正
佼
成
会
H
H
供
養

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗

1
ま
ん

じ
ゅ、
っ

V
竹
松
小
学
校
5
年
4
組
生
徒

・

P
T
A
I
慰
問

・
雑
巾
ほ
か

V
琴
星
流
大
村
支
部

l
慰
問
ほ
か

V
大
村
遊
漁
組
合
H
H
魚

V
向
陽
寮
幼
児
H
H
慰
問

V
片
岡

一
義

(徳
泉
川
内
町
)
す

し
カ

V
水
田
老
人
会
H
H
慰
問
ほ
か

V
浅
野
醇
(
鹿
児
島
市
小
山
田
町
)

1

5
8
@
1
3
7
6
)
 

健
康
ウ
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ

秋
/
・
紅
葉
の
中
を
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か

例
会

毎
月
1
回

(
日
曜
日
)

1
1
2
時
間
コ
ー
ス
を
ハ
イ
ク

会
費

年
間
5
0
0
0
円

申
し
込
み

川
島
(
宮
(⑪
4
2

8

2
)
 

チ
ロ
リ
ア
ン
ク
ラ
ブ

毎
月
2
回
、
近
傍
の
山
を
ア
タ

ッ
ク
ま
た
は
踏
破
し
て
い
ま
す
。

会
費

(
年
間
)

-
正
会
員
(
山
登
り
)
5
0
0
0

円、

-
賛
助
会
員

(山
歩
き
)
3

0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
山
(
宮
③
1
3
1
7
)

3
万
円

V
大
正
琴
H
H
慰
問

お
わ
び
と
訂
正

広
報
お
お
む
ら
8
月
号
の
印
ペ
ー

ジ
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
高
以

良
マ
ス

エ

(
久
原
2
丁
目
)

7
万

円
と
あ
る
の
は
叩
万
円

・
泉
の
里

へ
の
野
田
昌
昭

(
大
川
田
)
と
あ

る
の
は
町
田
昌
昭
の
誤
り
で
す
。

お
わ
ぴ
し
て
訂
正
し
ま
す
。



9月の健康カレンター

9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
3期
)
の
納
期
で
す
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

4日
当番医 16日 当番医

(内)南野ク リニ ック 乾馬場町宮@22 3 3 
(月・祝)

(小)出口小児科医院諏訪 3丁目 宮@22 5 2 

(日) (外 ・内)原医院宮小路 1丁目 fii@ 8 4 2 7 
(眼)楠木眼科医院 東二城町 fi@ 2 7 1 1 

17原安産教室 ~ラマーズj去を車束習しましょう~ 乳却児健康相談 鈴田出張所⑧9: 30-11 : 00 

市役所 9 : 30-11 : 00 ⑧ 9 : 30まで
2臼

⑪母子健康手帳、ズボン 1 8(日水) 妊婦教室(3) 中地区公民館 9 30-13 : 30 
{月)

一般健康相談 市役所 13: 00-16 : 00 
3歳児健康診査 大村保健所

⑪血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度調IJ定ほか
⑤9 30-10 : 00、13: 00-13 : 30 

38 
乳却兜健康相談 福重出張所⑧13: 30-15 : 00 I 19日 ⑩百平日63年3月生まれ(62年9月-63年2月生まれで、

(刈 (柄 まだ受けていない人も受診してくださし、)

4E3 ⑮母子健康子帳、問診票

(本)
妊婦教室内 中地区公民館 13 : 00-16 : 00 定期巡回献血市役所 9 :30-12:00 

T歳6か月児健康診査 市コミセン
6日 成人の健康相談 福祉センター 13 : 00 -15 : 00 20日 ②13 : 00-13 : 30 @⑮…13日(針と同じ

(翁 ⑪40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度;&IJ定ほか
(郵 成人の健康相談 福祉センタ ー 13 : 00-15 : 0。

|当番医 @⑪… 6日働と 同 じ

8日 (内・小)与那城医院池田新町 宮@55 7 5 2 T (日土) 耳とことばの相談 福祉センター 13: 00-15 : 00 
(日)I (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町宮@43 3 0 

I 22日
当番医

乳却児健康相談 市コミセン (内・小)野口内科こども医院西大村本町 宮⑫ 2339 
10日 (日) (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮⑮ o6 4 8 

(火)
② 9 30-11 : 00、13: 30-15 : 00 

@離乳食教室 10 : 30-15 : 00 
当番医

23日

刊体日) 1妊婦教室(2) 中地区公民館 B : 00-16 : 00 (月・祝)
(小)田川小児医院東本町 fi@4000 

(外・内)田崎医院古町 1丁目 fi@ 1 2 3 4 

24(日火)12日 乳知児健康相談 三浦出張所⑧9: 30-11 : 00 
機能訓練根気の会 v.i;'どう狩リ 10 : 00-14 : 00 

(木)
25依日) 妊婦教室(4)中地区公民館 13 : 00-16・ 00

オ歳6か月児健康診童 市コミセン

②13・ 00-13: 30 26日 機能訓練根気の会 松並ゲートボール場

13日 |@平成 2年 2月生まれ(平成元年 9月-2年 1 (柄 13 : 30-15 : 30 ⑪運動会

(劃 月生まれで、まだ受けていない人も受診してく
当番医ださし、) 29日
(内・ 小)松永医院古町 2丁目 fi@ 2 9 4 3 

⑪母子健康手帳、問診票、歯ブラシ (日)
(外)松尾外科医院 東本町 宮⑫ 3331 

15日
当番医

略号の説明 ⑪一対象 ②…受け付け ⑪"内容

(日)
(内・ 小)松尾医院 玖島 1丁目 fi@4  4 1 2 ⑮…持ってくるもの
(産・内)桝本産婦人科内科医院 大川田町 宮083 5 5 

当番医の診療時間 9 : 00-18 : 00 

毎
月
1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
側
4
1
1
1

印
刷
所
/
第

一
印
刷
鮒

編
集
/
秘
書
広
報
課

a 

4 . 

8月7日現在

人口計 73，919
(+82) 

35，205 
(+102) 

38，714 
(ム20)

22，814 
(+ 1 5) 

)内は前月比

人口の動き

男

女
~~\~:/( ，Wt-~〆

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談くださ L、。

人権相談 ( 5日木 ・10: 00-15 : 00) 

行政相 談 (12日木 .9:3.0-12:00) 
法 律相談 (18日水 ・10: 00-15 : 00) 

奈通事政相談 (24日火・ 10: 00-16 : 00) 

年 金相談 (25日水 ・10: 00-15 : 00) 

不動産相談 (27日金 ・13: 00-16 : 00) 

※受け付けは午前 8時30分より行っています。

l
l
9
月
の
定
例
相
談
日

世帯 数

( 6日-9日、 13日-18日 ・新鋭リ ーグ第17戦、

21日-26日)

9月の大村ボート
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